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プレスリリース

2006年3月7日

信越ポリマー、樹脂製サイディング事業を強化

樹脂加工大手の信越ポリマー株式会社(本社: 東京都中央区、代表取締役社長: 日浦 致、資本金: 116億3,595万円、東証1部: 7970、http://www.shinpoly.co.jp/)は、住宅・家屋用外壁化粧材として注目を集めている樹脂製サイディング事業拡大のため、新たな取組みを発表しました。信越ポリマーは3月7日(火)～10日(金)まで開催される「建築・建材展2006」(会場: 東京ビッグサイト)に出展し、樹脂製サイディング「ポリマパネル」シリーズの展示を行います(出展小間: AC5015)。
新たな取組みは次のとおりです。
· 樹脂製サイディング「ポリマパネル」シリーズ全製品、国土交通省の防火認定を取得
昨年5月に、「SPシリーズ」と「DXシリーズ」が、国土交通省が定める防火認定（準防火構造）を取得しました。今回、「ポリマパネル」全製品が防火構造及び準防火構造（在来、2X4工法）で防火認定を取得したことで、リフォーム、新築住宅施工ともに製品用途が広がることになりました。
· 従来の「よこ張り」に加えて、「たて張り」に対応
従来のサイディング施工は地面に水平となる「よこ張り」が主流ですが、信越ポリマーは新たに「たて張り」施工に対応しました。これにより、正面を「よこ張り」で側面が「たて張り」や、1階部分を「よこ張り」で2階部分を「たて張り」といった、意匠性に優れた外壁デザインが可能となりました。「たて張り」対応は、SPシリーズの「ホワイト」、「アイボリー」、「カントリーベージュ」、「モカ」、「クレイ」の5種類です。

· 新色2種類がラインアップ追加
SPシリーズに、明るく温かみのあるカラーである「ホワイト」「ネオホワイト」の2種類が新たに加わりました。
信越ポリマーの樹脂サイディング事業
2004年10月に発売された「ポリマパネル」SP/DXシリーズは、重ね合わせ部の折り返しを施して強度をアップさせるとともに、ベーシックな色調で価格的にもリーズナブルなSPシリーズと、濃色や木目柄などのDXシリーズといった、カラーバリエーションを実現しました。「ポリマパネル」SP/DXシリーズは、国内大手ハウスメーカー系リフォーム企業が自社ブランドに採用しているほか、地方の有力ハウスメーカー各社が販売を行っています。
＊DXシリーズは『アルコア』社の商品です。
高温多湿で四方を海に囲まれた日本では、カビや腐食、海岸沿いに多い塩害・潮風、酸性雨などによる家屋外壁の被害予防策として、樹脂製サイディングへの需要は今後増加するものと期待されています。また、樹脂製サイディングは従来の金属性サイディングと比較して衝撃性に優れ、さびや腐食に強いほか、軽量で施工が容易なことから工期短縮に繋がり、さらには傷や汚れに強いことなど容易なメンテナンス面からコストパフォーマンスに優れ、外壁用化粧材として注目を集めています。

###

信越ポリマー株式会社(本社: 東京都中央区、代表取締役社長: 日浦 致、資本金: 116億3,595万円、東証1部: 7970、http://www.shinpoly.co.jp/)は、1960年に信越化学工業株式会社のグループ会社として設立以来、塩化ビニル樹脂とシリコーンゴムの加工技術や素材配合技術を駆使し、電気・電子機器関連製品から建材関連製品にいたる、幅広い分野で製品を開発・生産しています。信越ポリマーは、国内外16社の連結子会社によるグローバルネットワークにより、世界の先進顧客のよりよいパートナーとして活躍しています。

社名、ロゴ、ポリマパネルは信越ポリマー株式会社の登録商標・商標です。記載内容は予告なしに変更される場合があります。
報道関係者お問合せ先

信越ポリマー株式会社　総務グループ広報担当 石井

TEL: 03-3279-1712(代表)　メールアドレス: pub-info@shinpoly.co.jp
記事掲載時のお問合せ先
信越ポリマー株式会社　建設材料事業部外装材グループ

TEL:048-652-628７

ホームページ http://www.shinpoly.co.jp/

